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W　鹿島地区における環境保全林形成のための植物社会学的提案

1．　エネルギー基地，工場立地における環境保全林形成の意義

　新しいエネルギー基地，工場立地の建設は，必然的に，その土地固有の植生，生物群集およひ，

その生存環境も含めて，広域的に，大規模な自然の変化を強要する。当然高煙突による排気カス

の広域拡散や各種捌粟物の徹底した発生掠対策などの個別対策は十分行われなければならない。

しかし，個々の発生源熱熱だけて，その土地の自然の訂容限度を超えるほどの自然の多様性，生

物赴会の多彩；生が貧化を強要された，いわゆる人工環境の中で人問だけが健全に生き残ることは

むすかしい。

　もっとも新しい技術の粋を集めて建設されるような発覧所や新産業立地，ニュータウンづくり

には，自然度の高い，多層群落の郷土の森で象徴されるような自然環境は，できるだけ残すべき

である。同時に，それぞれの土地の潜在能力に応じて，われわれ臼木人が知ってか，知らすか，

数千年闘にわたって残し，創り，今臼まで守ってきた木物の自然環境，生物的環境を人間の本質

的共存者一植生一によって新しく創造してゆくべきてある。
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Phot！9屋敷林に残されているヤフコウシースタシイ群集（鹿島町明石）。
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　発電所や新しい産業立地の中やまわりに積極的に緑豊かな多層群落の自然環境を創造すること，

すなわち環境保全：林形成の意義は，基本的には，三生物的構築材料によって，画一化，必然的に

生物相の貧化が強要されている人工立地に，その土地の生物学的潜在能力に応じた生きた構築材

料によって三吟の本質的生存環境の基盤としての自然の多様姓，生物社会の多彩性を奪い返すこ

とにある（Phot．19）。

　とくに移動能力のない植物的共存者は，生命を賭けてもっとも適確に環境の変化を指標する生

きた警報装置でもある。岡時に発生源叢叢を徹底して，それでも残る騒音，浮遊粉じんその他の

大気や水の汚染物質の生きてるフィルター“1iving　filter”の鍵屋も＝果す（Phot．20）。　しかし，

生きものを使っての生態学的に健全な環境の創造には，生物社会の秩序に従って行わなければ決

して成功しない。また多少の時間がかかるので，現存している自然度の高い植生や自然林に近い

常緑広葉樹を主とする多層群落などはできるだけ残し，利用するのが賢明な方法と言える。
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　　Phot．20土塁上に残された屋敷林の一部。クロマツ林下に復

　　　　　　　　元したスダジイ林（鹿島町明石）。

E三nTe玉l　des　Hofwaldes，　der　auf　dem　Damm　erhaltet　ist．　Unter　I）～π醐ぬ‘πゐθ71ψ一

　Forst　kommt　Cα∫∫αノ～砂∫’∫c～‘∫♪～4α’αvar．5∫θろoZ4ガvor。（Akashi　ln　Kashilna）

2．　現存植生の利用

　鹿島地区は，海岸砂丘が線状に海岸線を走り，その後背湿地や沖積低地を利用した水田耕作地

が広がっている。海岸砂丘にはクロマツ林が帯状に残されている。沖積地の古い集落や丘陵地の
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Pho宅，21台地凸凹地に残されているヤブコウジースダジイ群集（千葉県東庄町）。

　　　KleinerRestbestanddesArdisio－Castanopsietum　sieboldil
　　　auf　dem　RUckea　des　HUgels。（Tonosho　in　der　Prafektur　Chiba）

斜面には，常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集やイノデータブ群集が残されている（Phot．

21）。

　鹿島共同発電所周辺地区の潜在自然植生の大部分はシイータブ林である。現存植生では砂丘上

には海岸砂丘植生も発達している。また海岸のクロマツ林下には，マサキ，トベラなどの海岸風

衝低木林構成種も多くみられる。以上のような各種の植生を，これからの新しい環境保全林形成

に積極的に利用していくことが望まれる。

　砂丘や新しい埋立地などの砂の動きの激しい場所においては，まず砂の動きを止めることから

始める。例えば，クロマツなどを植林しても風衝が強く，飛砂が激しい立地では生育はきわめて

悪く，ヨシズなどで防砂対策が行なわれても，クロマツは風衝が強いところではヨシズより高く

生育することが出来ず欝欝が枯れたり，枯死するものもでる。クロマツに限らず，砂の動くとこ

ろでは他の樹木の生育も劣うえる。このような砂の動きの激しい場所では，ハマボウフウクラス

の構成種を保護し，利用することによって砂の動きをとめることが第一歩と考えられる。

　一方，拡張予定地内などに残されているクロマツ林などには，林床に潜在自然植生構成種であ

る常緑植物が多く生育している。これらの常緑植物を保護，育成することによって，また常緑植

物の少ない林床では，常緑広葉樹を林下に補植することによって，新しい環境保全林を形成して
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ゆくことが可能である（Phot．22）。構内の植栽地についても同じことが可能である。いずれの

場合でも，先ず現存植生を利用して，新しい環境保全林を形成して行くことが望ましい。
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　Phot．22　台地上に残されている稲荷神社。スダジイ，クロマツが

　　　　　　　残されているが林床が破壊され無勢生地化している。

Inari－ShintoschreinmltdenB撫menvom　Ardisio－Castanopsietum
s量eboldH　　und　Pカzκ3〃z〃zみ6ア9海auf　den　HQchebene，　BQdenschicht　wurde

vernichtet　und　voilig　kahl　geworden，
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3．　表土の保全と復元

　ドイツのことわざに「森の下に森を作れ」という言葉がある。森林群落は地上に複雑な多層群

落を形成しているだけでなく，森の下，すなわち土壌中にも腐植を中心に土壌微生物，土壌動物

による複雑な社会が営ま和ている。各品分内に生育する土壌動物は植物群落の多層化に比例して

増える（Miyawaki，　Aoki　u．　Harada！977）。したがって，環境保全林形成の際には表層土の復

元がまず第一に望まれる。

　鹿島共同発電所と住友金属工業㈱鹿島製鉄所との關に広がる畑放棄地やチガヤーヤマアワ群落，

ススキ群落などの混晶落下の表層土は，将来，この地を掩乱する場合には必ず厚さ20～30cmを

はぎとり，保存することが重要である。しかしこの場合には，表層土と下層土を掩試しないよう

に注意する。この表層±は他の場所に保存する。このように採土，保全された表層土を新しく環

境保全林を形成する場所に復元し，潜在自然植生構成種を植栽することによって，立地固有の環

境保全林形成が腐植土壌の形成される時間だけ早く発達する。このように環境保全林を形成する

上で最も重要なことは表層土の保全と復元ということができる。

4．　マント群落の形成

　環境保全林の主役はあくまでも森林であるが，その森林の保護組織としてのマント群落やソデ

群落の形成も，環境保全林形成には欠くことはできない。

　鹿島共【司発電所のように海に面した場所では，風衝低木林は環境保全林のマント群落の機能を

果たす。すなわち林縁部には植栽幅は狭いが帯状に1m前後の幅で’マサキ，トベラなどの常緑広

葉低木の密植が必要とされる。さらに砂が移動する立地では，砂の動きを止めるため，マント群

落の前面に砂丘草本植物を植栽する。

　このように，環境保全林の林縁部には，森林内への直射光や風などの侵入を防ぎ，森林を保護

するマント群落やソデ群落の形成をはかることが望まれる。マント群落やソデ群落の構成種は，

それぞれの潜在自然植生が許容する代償植生の構成種の中から選ばれてもよい。

　5．　環境保全林形成の具体的な提案（緑の環境創造）

　D　植栽樹種の選定

　環境保全林を形成する際には，その土地にあった潜在自然植生構成種を植栽することが望まし

い。

　現地調査の結果，鹿島共同発電所構内の潜在自然植生図及び植栽可能図が作製された　（Karte

皿，W）。シイータブ林やマサキートベラ群集などの常緑広葉樹林の構成種を植栽することが，表

層土を復元することによって，可能であると判定される。森林は草原に対して縁の表面積が25倍

以上あるといわれる（Elle如erg　1973）Qまた常緑広葉樹は夏緑広葉樹に比較して冬も緑という
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　Phot．23　グラウンドわきに試験的につくられたマテバシイなどの常緑広葉樹植

　　　　　　草地。さらに密植し，夏季繁茂した雑草を刈りとり樹木の足もとにし

　　　　　　きこむ配慮が必要とされる。またグランドからの風をさえぎるための

　　　　　　防風難生壇の設置が望まれる（住友金属敷地内）。

Eine　versuchsweise　gepflanzte　lunge　ilnmergrUne　Baume　wle熾∫α〃fα召伽Zガ5．　Hier　soi】

mehr　dichte　Bepfユanzung　und　jaten　der　Unkrauter　so　weit　sie　nicht　mehr　bis　die　Baume

廿berwachen　k6nnen．　W三ndschutz－Hecken　sind　ln　der　Umgebung　der　Bepflanzungsflache

auch　erwunscht．

特性により倍の環境保全力をもっている。したがって潜在自然植生図で示された常緑広葉樹林へ

の復元がもっとも効果的である。

　構内における各潜在自然植生域の植栽可能樹種についてはTab．34～37にまとめて示されてい

る。しかし，マント群落，ソデ群落については，花木やその他園芸品種などでも，それぞれの潜

在自然植生が許容する代償植生の構成種の中から選ばれてもよい（Tab．34．35，36．37）。

　2）表土還元

　環境保全林形成にもっとも重要な前提ぱ，上述の様に表層土の復元である。良い苗木を用いて

も，それをささえる土壌が良くなければ，健全な環境保全林は形成できない。植栽を行なう際に

は，必ず土壌条件を確認することが前提となる。

　鹿島共同発電所は1日砂丘と埋立地の上にあり，環境保全林を形成するには土壌条件はきびし

い。新しく環境保全林を形成する場合は，土壌条件が極めて悪い場合は表層土の復元が必要で
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　　Tab．34潜在自然植生シイータブ林域植栽可能種一覧表

Geeignete　Arten　f茸r（玉ie　Umweltschutz－Pflanzungen　im　Cα5孟αη砂5∫5

cゆ漁如var．5鋤。嫌一翫∫8α’励zうθノμ一Wald－Gebiet．

高　　木　　層

　　Baumschicht

タブノキ

スダジイ

ヤマモモ

ヒメユズリハ

　　　　　マテバシイ

モチノキ

島プ∫8α（Mα・ん伽5）伽ノz∂8rg露

Cα5伽砂5’5ご醐ρ痂診αvar．5勧oZ面

ハ伽・磁ア励プα

D一州ψ塀Zz〃ノz吻∫ηzαπ漉

魚∫αηぬ64読5

π6短π彦θ9プα

低　　木　　層

Strauchschicht

ピサカキ

アオキ

シロタモ

　　　　　　　　　　　　　ず

ヤフツハキ

ヤブニッケイ

イヌツゲ

モッコク

トベラ

マサキ

ヤツァ

ネズミモチ

E燭の・ψo耽α

画6めり砂・π加

抽oZ∫彦5θα587ゼごθα

Cα〃zθ伽ブ妙・廊α

απノzα〃zoノπ％〃りψ・π加η呂

π∬α・θπα彦α

7セノ・π伽。θ〃磁9ツη3／zα2漁6ノ・α

P四脚アWπ励f7α

Eπ・型η膨∫ブ妙。π磁∫

ぬオ∫fαノψ傭・α

Lfgμ伽〃ノリ妙傭。％1π

草　　本　　層

　Krautschicht

ベニシダ

ヤマイタチシダ

ヤブコウジ

キヅタ

テイカカズラ

ジヤノヒゲ

ナガバジャノヒゲ

　　ややフラン

キチジョウソウ

エ）アγ脚β7・∫5鰐疏プ。∫・プα

エ）アツゆθが5うゴ∬8ぬノzα

ノ1擁∫fり砂07伽

飾48ノ・αフ・1zoηめ飢

7｝1α伽Zo功8ノフノz脚α5ピ磁α〃π

の伽汐090πノ妙0πゴα5

のん勿・90π・ん面∫

L力舗吻砂zα妙1り・zzα

R8〃z80ゐθαoαプη8α

var．　fπ孟6ノ・〃昭読Z〃ノ3
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　　　　　Tab．35　潜在自然植生マサキートベラ群集域植栽可能種一覧表

GeeigneteArtenf琶rdasGebietdes　Euonymo－Pittosporetum　tobirae．

高　　木　　層

　Baumschicht

クロマツ

マテバシイ

　　ず　　　　　　　　　　　

ヤフツバキ

モチノキ

ヤブニッケイ

乃御5伽πう6rgだ

％5α厩α8ぬ傭

Cαηz8Z伽ブψoπ磁

〃6∬∫π㎏ノ・α

αηηα脚ノ脚πブψ・πゴ‘㍑η多

低　　木　　層

　Strauchschicht

トベラ

マサキ

モッコク

ネズミモチ

盈め砂0耀η3励∫2・α

Eπ02鯉徽5吻。沈郡5

7セrη5’プ0θη房α9＝y／2耀αη疏02・α

五∫9’μ∫∫7’π那ブ妙0ηf6衡ノπ

　　　草　　本　　層

　　　　Krautschicht

L』　　　　　　＿．＿＿＿＿

ツワブキ

　　　　　　オニヤブソテツ

砺：ル9勧り砂。π嬬刀．じ

qyノ”0〃亘μη3．翅ごα孟πノ乃

　　　　　　　　　　Tab。36防風用生垣適性樹種

Geeignete　Arten　fUr　den　Windschutz－Hecken　des　Kashima－Bezlrks．

マサキ

ネズミモチ

　　　　　　　　　　ぞ

ヤフツハキ

モチノキ

イヌツゲ

ピサカキ

E㍑0πツ〃3Z‘∫ゴ砂0πゴ（7τ65

Lfg競ノwzブ＠oアz磁ノπ

Cαノη幽α煙07～融

π6娚漉97・α

παα・oπα孟α

Ez62ツαブ砂。／z加

i
l

　Tab．37　マント群落植栽可能樹種

Wichtige　Arten　f荘r　die　Mantelgesellschaften．

　トベラ

マサキ　　　　　　　　・

ツツジ類

サツキ

アベリア
（ハナツクバネウツギ）

乃＃0宴）07「μ〃Z彦06かα

Eπ0ノリノ〃Zπ∫ブ＠0π∫α己∫

1～乃・・面ぬ～訪ηノZSPP．

Rん060ゐノ訪・0η左四0〃ノZ

AゐθZ如9プαη4魂0プα
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ある。この場合，現状が砂地でも，山土または普通土を厚さ50cm以上，さらにその上に表層土

を厚さ20～30cm復元することによって土壌条件を改善し，環境保全林を早期に形成することが

可能になる。しかし，拡張予定地のハマカキランークロマッ群落やアキダミークロマツ群落地や

構内の植栽地に補植する場合，全面的な表層土の復元ということは不可能である。特に旧砂丘上

に生育しているハマヵキランークロマッ群落，アキダミークロマツ群落の土壌は砂地であるため

に，これらの林床に苗木を補植して行く場舎は，苗木の根元に表層土を十分客土する必要があ

る。構内の植栽地に補植する場合でも同様である。

o（勃一’。鯉鮮輸

ポット苗（高本層構成種）
Topfes－Baurnchen，　die　zu　verwendenden　Jungepflanzen
in　Tbpfen　ausgepflanzt　worden
　　　（H．0．5～LOm　1．5本／ln2）

　　　　　　　　　　防風用生垣（H．1．0～1．5m）

o Windschutz－Hecken
マント植栽
　一Mante1－Pflanzung

敷ワラ（4kg／m2）

　Stroh　belegt

　　　表層ゴヒ　（厚2G～30cm）

　　　Mutterboden
　普通土又は山土（厚50cm以上）
　醤ormale　Bergbbden

　　植　栽　直　後
Gleich　nach　der　Pflanzung

　　　　　　将　　来　　像
　　　　　　Zukunftiges　Bild

　Fig．24　環境保全林　断面模式図
Schematisches　Profll　des　U阻weltschutzwaldes．
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　3）植　　栽　　法

　環境保全林形成のため新規植栽，あるいは補植する場合には，高木，亜高木に生長する樹木は

ポット苗を主体とする。低木，草本類は特に植栽しなくてもよい。樹間がうっ閉すれば自然に低

木，草本層は形成されてくる。ポット苗は樹高0．5～！。Om内外のもので良く，高木層構成種を中

央部に植付け，周縁部にはマント，ソデ群落構成種を植栽する。マント群落には森林保護と同時

に美的効果を高めるためにツツジ類やサツキなどの花木を植栽してもよい。鹿島共同発電所は海

に面し，冬季季節風が強いため，サツキ等の背後に低木類を密植し，防風生垣を兼ねたマント群

落を形成することも必要である。環境保全林は将来逆U字形もしくは台形状になる様に，中央部

に高木層構成種を密植し，周縁部にはマント群落として低木類を帯状に密植する（Fig．24）。

　環境保全林形成上大きな比重を占めるポット苗については以下の利点があり，従来の苗木と異

って活着率が高い。また植付けと嗣時に生育し，時間と共に確実に保全林の形成が期待できる。

　従来の苗木の問題点

　！．　毛根の脱落，植木生産業者の苗國より植栽予定地に運ぶ際に，主根を切り，堀りとり，わ

　　ら又は縄で根のまわりの土がおちないように根巻きをし，さらに上都の本体も蒸散作用を防

　　ぐため枝や幹を切りおとす。したがって樹勢がきわめて弱い。

2．

3．

4．

5．

6．

7，

樹種により活着率がきわめて低い。

毛根を復元するには2～3年まつことが必要。その間生長が遅れる。

上部の葉や小枝を落すため，樹冠が空聞を埋めるのに時間を要する。

支柱などの補助作業が長い年月必要。経費もかさむ。

活着までの維持管理期間が長い。

植栽時期が限られる。

ポット苗の利点

1．ポット苗は生長の過程においてポット中に根を蓄える。したがって植栽時に根を切った

　り，痛めることがない。

根が痛まないため，移植と同時に生育をはじめ，年間の伸長率が高い。

除草などの管理は最大移植後3年間で十分である。

支柱など補助作業の必要がほとんどない。

移植時期はほとんど選ばない。

枝葉を勇回しないため樹冠の広がりが早く，確実に密生した緑のフィルターを形成する。

　したがってポット苗を利用することが極めて有利である。そして以上のような条件を満たす良

いポット苗は，根群がポット内に充満していること，そして主根が切断されていないこと。地上

部においては，主幹がまっすぐに伸びていて勢定されていない，若くても幹が充実しているなど

の条件が満されていることが前提となる。
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道路

　　植栽直　後
Gleich　nach　der　Pflanzung

道路

　　　　　　　将　　来　　像

　　　　　　　Zukunftlges　Bild

　　　Fig．25　境界環境保全林断面図

Schematlsches　Profil　des　Grenzumweltschutz－Waldes．

　環境保全林形成の予定地の植え床については，排水を十分に考え；中央部を盛り上げたマンウ

ド形式が理想的である。表層土復元については先に述べたとうりである。高木層構成種のポット

苗は数種類を混卜することが望ましい。

　植栽後，土壌表面の蒸散作用を擁制するため敷きワラをすく。これは蒸散作用を抑制するのみ

ではなく，冬季の地面の保温，マウンドを形成した場合の斜面の土壌の流亡を防ぎ，雑草の発生

を抑え，将来は堆肥として土壌収善への効用も大きい。しかし敷きワラは強風に対して不安定な

ため，縄などで固定し飛散の防止も必要である。
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道路

　　植栽直後
Gleich　nach　der　Pflanzung

量

道路

　　　　　　　将　来　像
　　　　　　　Zukunftiges　Bild

　　　Fig．26　境界環境保全林断面図

Schematisches　Profil　des　Grenzumweltschutz－Waldes．

oon n

　　　　　　補植直後
Gleich　nach　der　vervollstandigenen　Pflanzung

5

　　　将　来　像
　　　Zukunftiges　Bild

Fig．27　環境保全林断面図

Profil　des　Umwe｝亡schutZWa］de忌．
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　植栽後の管理は，灌水の必要は特にない。樹間がうっ閉するまでの間の植栽後2～3年間だけ

は，地表の空間の管理が必要とされる。年に1～2回の除草で十分である。可能であれば，植栽

後の！～2年間に有機質肥料を加え生長を促進する。生長すると樹冠が密になり林内をうっ閉す

ると微気候が保たれ，林内での落葉の分解・還元・雨水吸収の循環システムが成立し，安定した

植物群落を形成し発達してゆく。

　4）植栽具体例
　鹿島共同発電所の構内は，拡張予定地を除いてほとんど緑化されている。しかし，芝生やクロ

マツや低木，外来樹種を多く用いた緑地では環境保全林としての機能は低いと考えられる。また

拡張予定地でもクロマツ疎林が大部分を占め，潜在自然植生にあった本物の環境保全林とはいえ

ない。そこで構内の主要な場所について，新規植栽，あるいは既存林下に補類する場合など具体

的例を示したい。

　環境保全林断面模式図（Fig．24）は環境保全林形成に関して，もっとも基本的なものである。

Fig．25，　Fig．26は新規植栽の場合である。　Fig．26のように幅が広く，マウンドの高さが低い場合

は排水に十分注意することが必要である。また，風の強い場所では防風生垣，あるいは防風ネッ

トを数列組入れることも必要と考えられる。そして，道路などに面した部分では，マント，ソデ

植栽にぱ花木などを混慣することも可能である。ポット苗は，全体の10％内外については梅高の

高いポット苗を混植することによって，植栽直後の樹林的相観を高めることができる。

　Fig．27のように既存のクロマツ林下にポット苗を補諭する場合は，クロマツ林下の常緑植物

を残して除草し，クロマツの間に補聾して行く。ポット苗の根のまわりには十分な客土をする。

林縁にはやはりマント，ソデ植栽が必要である。

　以上のように，構内における各所の植栽，あるいは補植については具体的な例をのべてきた

が，上記の他の部分に環境保全林を形成する場合は環境保全林断面模上図（Fig．24）やその他の

具体例（Fig．25～28）に準じて行われることが望ましい。
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お　わ　り　に

　鹿島地区の自然環境や植生は，鹿島港を中核とする新産業立地の造成によって急速な変化を強

要されている。しかし，鹿島神宮林や明石地区の古い屋敷林，北浦に接した丘陵，斜面の残存自

然林に象徴されているように長い間，その土地固有の郷土林を残している。また鹿島共同発電

所，住友金属工業株式会社の工場との境界付近の短冊状の，かつての集落の屋敷林，生垣に見ら

れるように地域固有の緑との共存の姿が，より明らかにされた。

　反面，新しく埋め立てられた新しい産業予定：立地のように，まだ広い平坦地がほとんど裸地の

まま残されているところ，オオクサキビ，イヌビエなどの一年生の雑草がきわめてまばらに生育

している単層群落まで様々な植生が調べられた。

　本植生調査結果が，各縮尺の現存植生図と共に，現時点での生態学的な緑の現状のドクメント

となる。同時に，潜在自然植生図を植生学的な処方図として，立地の能力に応じた積極的な環境

創造が，発電所や工場の中やまわりにも積極的に計画・実現されることが強く望まれる。

摘 要

　今回の調査対象地は，鹿島工業地帯，鹿島港を中心とする約23kmを半径とする地域について

であった。調査対象域の植生調査，植生図化が行われた。

　調査地域は，鹿島灘沿岸の細い砂丘地帯，常陸利根川流域や北浦，霞ケ浦周辺の沖積地，さら

に鹿島台地，行方台地，常陸台地，下総台地などの台地が海岸近くまではりだしている。鹿島周

辺部は，本州太平洋側特有の気候条件とともに複雑な地形・地質および古くからの人為的影響に

より様々な植物群落が心違している。

　1978年7月～10月にかけて数回の現地踏査による植生調査，植生図の作製，土壌調査が行われ，

鹿島地区の植生がまとめられた。これらの植生学的な調査研究成果・資料を基礎に生態学的，植

物社会学的立場から鹿島工業地帯の現状が明らかにされた。さらに環境保金林形成のための諸提

案が行われた。

　現地踏査による植生調査資料を基礎として鹿島地区では自然植生10群集・6群落・代償植生4

群集，9群落がみとめられた。

　植生単位は以下に示される。

　王．ヤブツバキクラス

　　A．ヤブツバキオーダー

　　　a，ヤブコウジースダジイ群団

　　　　1．　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　2．　イノデータブ群集

　耳．ブナクラス
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　　A．コナラーミズナラオーダー

　　　a．イヌシデーコナラ群団

　　　　！．　クヌギーコナラ群集

　皿．ヨシクラス

　　A．大形スゲオーダー

　　　a．ホソバヨツバムグラー大形スゲ群団

　　　　！．　カサスゲ群集

　　　　2．　シカクイーカモノハシ群落

　　B．ヨシオーター

　　　a．ヨシ群団

　　　　1。　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　2．　ミクリ群落

　　　　3．　ヒメガマ群落

　　　　4．　ガマ群落

　　　b．オギーヨシ群団

　　　　1．オギ群集

　W．ヒルムシロクラス

　　A．ヒルムシロオーダー

　　　a．ヒルムシロ群団

　　　　1．　カガブターヒシ群集

　　　　2．　コウガイモーササバモ群落

　V．コウキクサクラス

　　A．コウキクサオーダー

　　　a．アオウキクサ群団

　　　　1．　アオウキクサ群落

　M．駿生1年生草本植物群落（クラス，オーダーは未定）

　　　a．アゼナ群団

　　　　1．　アオテンツキ群集

　V旺．タウコギクラス

　　A．タウコギオーダー

　　　a．オオクサキビーアメジカセンダングサ群団

　　　　1．　コブナグサ群落

　　　　2，　オオクサキビーイヌビエ群落
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㎜．イネクラス

　A．タマガヤツリーイヌビエオ一丁ダー

　　a．イネーイヌビェ群団

　　　1．　ウリカワーコナギ群集

　　　2．　ミズアオイ群落

lX．オカヒジキクラス

　A．オカヒジキオーダー

　　a．オカヒジキ群団

　　　1．　ハマヒルガオーオカヒジキ群集

X．ハマボウフウクラス

　A．ハマボウフウオーダー

　　a．コウボウムギ群団

　　　1．　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　2．　ハマグルマーオニシバ群集

X【．シロザクラス

　A．ツユクサオーダー

　　a，カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　1。　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　2．　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

　今回の植生調査資料でぱ新群集名は与えられなかった。

　植生図は鹿島地区を中心とする半径23kmの範囲について，縮尺1：50000の地形図上に現存

植生図が描かれた（Karte　I）。さらに鹿島工業地帯に位置する鹿島共同発電所を中心とする半

径1kmの範囲について現存植生図，潜在自然櫨生図，立地図が縮尺1：5000の地形図上に示さ

れた（印刷縮尺1：6250Karte　H，皿，　W）。　また鹿島共同発電所構内の具体的な環境保全林

計画の基礎図として構内の現存植生図，潜在自然植生図が縮尺1：1000で描かれた（印刷縮尺

1：2！00Karte　V，　VD。

　植生調査とともに，鹿島地区で代表的な植生の土壌断面はFig．20～23に示されている。

　鹿島地区周辺域23km圏では，ウリカワーコナギ群集（水田雑草群落）及びカラスビシャクー

ニシキソウ群集（畑地雑草群落）がもっとも広い面積を占めている。ウリカワーコナギ群集は主

として北浦，霞ケ浦周辺の沖積低地，常陸利根川流域の沖積低地，さらに海岸後背湿地が水田耕

作され，ウリカワーコナギ群集で代表される水田雑草群落で示されている。カラスビシャクーニ

シキソウ群集ぱ台地上部の平坦地あるいは平坦化した地域や，沖積地の一部に畑耕作地として広

がっている。鹿島及びその周辺域には洪積台地が発達しており鹿島台地，行方台地，常陸台地，
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下総台地など多くの名で呼ばれているが総称して常総台地とも呼ばれる。常総台地斜面は比較的

斜面傾斜が急である。したがって地形図上で示される面積は狭い。ここには斜面凹状地にスギ植

林，肩部や台地上，あるいは急傾斜地にクロマツ，アカマツ植林が行われている。地域によりス

ギ植林の面積が異なっているのが現存植生図に示されている（Karte　I）。自然植生はきわめて

少なく，台地肩部にヤブコウジースダジイ群集が萌芽林の形で，また沖積地や台地斜面下部の凹

状地にはイノデータブ群集が神社林や屋敷林の形で残されている。

　鹿島灘沿岸の砂丘地帯は堤防が築かれ，破壊されている立地が多いが，海岸側に飛砂がわずか

にみられる立地にハマグルマーコウボウムギ群集など砂丘植生が帯状に発達している。さらに霞

ケ浦，北浦，利根川や，各地に点在する，ため池の中にはヨシ群落，ウキヤガラーマコモ群集な

どの水生植物群落がみられる。水深1m前後の水中にはコウガイモ，ササバモなどの水中植物群

落がみられる。神之池にはガガブターヒシ群集やアサザ群落が残されている。二次草原は，工業

団地の造成地や集落の中の空地，路傍などに多い。

　鹿島地区では，凡例は森林植生，草原植生，その他の凡例で示された。もっともこの地域を広

くおおっているのはクロマツ植林地（遷移の度合によりハマカキラン「クロマツ群落及びトベラ

ークロマツ群落，アキダミークロマツ群落で示されている），発電所周辺のススキ群落，チガヤ

ーヤマアワ群落，埋立地の国国アワガエリーオニウシノケグサ群落などである。

　さらに鹿島地区の現在の潜在自然植生図及び，表層土を復：温した場合の潜在自然植生図（立地

図）が縮尺1：5000で描かれた（印刷は縮尺1：2100）。鹿島地区の立地の大部分はシイータ

ブ林として示された。埋立地は裸地及びウラジロアカザ群落，オカヒジキ群落などの海岸埋立地

先駆植生で示されている。表層土が復元された場合は海岸風忌地にはマサキートベラ群集，その

後背部にシイータブ林が生育可能である。

　最後に，鹿島地区における環境保全林形成のための植物社会学的提案が植栽可能樹種一覧表

（Tab．34～37）および各種の模式図（Fig．24～27）と共に具体的に行われた。
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Zusa磁me簸fassung

Vege重ation　des　Kash董ma－Beziダk：s　und　ihre罵U搬gebung　in　der

　　　　　　　　　Ibaraki－und　Chiba－1）r畿£ektur　Mi亡tel，apans

　　　In　der　neuen　Kashima護ndustfie－Zone　am　Hafen　Kashilna　und　ihrer　Umgebung　wurde

in　eiロem　Gebiet　mit　einem　Radius　von　ca　30km　von　der　Mitte　des　Bezirks　eine　vegeta－

t玉onskundliche　Untersuchung，　besonders　durch　Vegetationsaufnahmen　und　eine　Vegetations－

kar亡ierung　durchgef貢hrt。　Die　Kashima－Industrie－Zo夏e　ist　ein且ach　dem　2．　Weltkrieg　neu

gebautes　Schwer－lndustrie－Kolnbinat　in　einem　Gebiet，　wo　fr廿her　nur　Landwirtschaft　und

Fischerei　betrieben　wurde．　Das　Untersuchungsareal　umfaBt　schmale　D鼓ne臣K茸ste取一Zonen

an　der　Kashima－Meeresk哉ste　aIn　Pazifik，　alluviale　Flachen　langs　des　Hitachi－ToHe　und

in　der　Umgebung　der　Kitaura－und　K段sumigaura－Seen，　sowie　die　Kashima一，　Yukukata一，

Hitachi－und　Shimousa羽ochebene，　d量e　bis　in　die　Nahe　der　MeereskUste　reichen．

　　　In　Kashima　und　seiner　Umgebung　haben　sich　unter　den　pazifischen　Klimabeding岨gen

und　dank　der　verwickelten　topographischen，　geologischen　Bedingungen，　sowie　der　seit　sehr

langer　Zeit　wirkenden　menschlichen　Aktivitaten　zahlreiche　Pflanzengesellschaften　entwick：elt．

　　　Vo撫Juli　bis　Oktober　1978　wurden　im　GelandeVegetatio恥saufnahmen，　eine　Vegeta，

tionskartierung，　sowie　eRtsprechende　Untersuchunge且der　Bodenprofile　durchgef茸hrt

　　　Auf　Grund　dieser　Ergebnisse　wurde　nach　pflanzensoziologischen　und　6kologischen

Gesichtspunkten　V◎rschlage廿ber　die　Schaffung　von　Umweltschutzw且1dern　ge皿acht．

　　　Folgende　Gesellschaftseinheiten　wurdea三m　Kashima－Bezirユくerkannt：

1．Camellietea　lapo取icae　MiyawakietOhba1963

　A．Camellietalia　japonicae　OdaetSumata！966
　　　a．Ardisio－Castanopsion　Miyawakieta1．！971

　　　　　1．Aエdisio－Castanopsietum　sieboldii　Suz．一Tok1952

　　　　　2．Polysticho－Machiletum　thunbergii　Suz．一Tok．1952

皿．Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

A。Quercetalia　serrato－grosseserratae　Miyawak量eta1．！971

　　　a．Carpinio－Quercion　serratae　Miyawakietal．197！

　　　　　1．Quercetum　acutissiIno－serratae　Miyawaki！967

斑．Phragmitetea　Tx．etPrsg。1942

A．Magnocaricetalia　Pign．！953

　　　a．Galio　brevipedunculato－Mag員ocaricioII　Miyawaki　et　Kazue
　　　　　　　　Fuliwara！970

　　　　　1．Caricetum　dispalatae　MiyawakietOkuda！972
　　　　　2．　EZθ06んαr∫∫τ麗6勉‘プαθ一ム欲α8フ7勉”z　6ノーα∬ψ8∫一Gesellschaft
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B．Phragm量tetaha　eurosibirica　Tx．etPrsg．1942

　a．phragmit量on　W．K：och！926

　　　1．Scirpo　fluviatilis－Zizanietum　latifoliae　Miyawakl　e宅Okuda
　　　　　　　1972

　　　2．　5メ》研「9απガz6彫5’oZoπ漉rz6彫一Gesellschaft

　　　3．　今日hαα72gπ5彦α孟α一Gesellschaft

　　　4．　辺y少1LαZα診〃bた炉Gesellschaft

　b．Miscantho　sacchariflori－Phragmition　Miyawakie宅Ok妓da！970

　　　1．Miscanthetum　sacchariflori　MiyawakietOkuda1972

】V．Potamoge£oRetea　Tx．αPrsg．！942

A．Potamogetoaetalia　W。Koch1926
　　　a。potamion　eurosibiric田n　W．Koch1926

　　　　1．Nymphoides　indica－Trapa　laponica－Ass。　M玉yawaki　et　aL
　　　　　　　　　1977

　　　　2。　VαZた5アzεノゼα667z∫θ56η・z4ごz友z－Pδ’α規09窃。／z刀zαプαガαηz65－Gesellschaft

V．Lemnetea　W．KochetR．Tx．1954emOberd。1957

A．LeInnetalia　W．KochetR．Tx．1964emOberd．1957

　　a．Lemnion　paucicos毛atae　Miyawakiet∫．T廿xen1960
　　　　1．　五6ηzフ2α餌㍑6∫605診α孟α一Gesellschaft

V【．noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　　a．Li且dernion　procumbentis　MiyawakietOkuda1972

　　　　！．Fimbristylide宅u皿verruciferae　MiyawakietOkuda1972

MI．　Bidentetea　tripartiti　Tx．，Lohm．etPrsg．！950

　A．Bidentetal玉a　tripartiti　Br．一B1．etTx．！943

　　　a．Panico－Bidentio亘fro鳶dosae　MiyawakietOkuda1972
　　　　1．　！1π乃プα∬oπ乃が砂ガぬ5－Gesellschaft

　　　　2．　Pα2zゴ6㍑解読漉。彦。フπ沸orπ7π一E‘痂ノ2061乞Zoα6アーπ5忍α醗一Gesellschaft

珊．Oryzetea　sativae　Miyawaki1960

　A．Cypero－Echinochloetalia　oryzoidis　Bo16setMasclans1955
　　　a．Oryzo－Echinochloion　oryzoidis　Bo1δsetMasclans1955

　　　　1．Sagittario－Monochorietum　Miyawaki1960
　　　　2．　Moπ06んorガαたor5α々。騨ぎゴーGesellschaft

K．Salsoletea　komarovii　Ohba，MiyawakietTx．1973

A．Salsoletalia　komarovll　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　a，Salsolion　komarovii　Ohba，MiyawakietTx，1973
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1．Calystegio　soldanellae－Salsoletum　komarovii　Ohba，
　　　　　Miyawaki　et　Tx．1973

X．Glehnietea　littoralis　Ohba，MiyawakietTx。1973

A．Glehnietalia　littoralis　Ohba，MiyawakietTxほ973

　　　a．Caricion　k◎bomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　1．Wedelio－Caricetum　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　2．Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae　Ohba，
　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　Txユ973

Xl．，　Chenopodietea　Br∴B1．1951

A．Commelinetalia　communis　Miyawaki1969
　　　a．Cypero－Mollug乱nion　strictae　Miyawaki1969

　　　　　1。　P量nellia　terRata－Euphorbia　pseudochamaesyce－Ass．
　　　　　　　　　　　Miyawaki　1969

　　　　　2．　．醗ゴgβ1－07z　6α7zα46η∫ゴ5瞳弼g67－oη5祝刀zα彦プ6π5∫5－Gesellschaft

　　　　Die　Reste　der　nat積rlichen　Vegetation　und　die　menschlich　bedingte且’Ersatzgesellschaften

k6鷺nen　in　Assoziationen　und　raRglose　Gesellschaften　gegliedert　werden，

　　　　Diese　Vegetationseinheiten　wurden　in　die　Karten　der　Vegeもation　im　Gelande　einge－

trage簸．　Dabei　wurde魚r　das　ganze　Gebiet　eine　Karte　der　realen　Vegetaもion　auf　der　topo－

graphischen　Karte（MaBstab　1：50000）gezeichnet（Karte　I）．

　　　　Im　Radius　von　l　km　vom　Thermo－Elektrizita£swerk　des　Kashima－Kyodo詞髪（aryoku－

Firma　wuτden　Kartea　der　realen　und　der　potentiellen　nat廿rlichen　Vegetation，　sowie　eine

Standortsk＆rte（MaBstab　1：6250）auf　den　eRtsprechenden£opographischen　Klarten　dargestellt

（Klarten甕，皿，　IV）．　Daruber　hinaus　wuτden　als　Gru鷺dk：arten　f哉r　konkrete　Pl掘e魚r　die

Anlage　neuer　Umweltschutzwalder　im　Kashima－Thermo－Elek：trizit琶tswerk　im　groBe且

MaBstab（！：2100）Karten　der　realen　und　potentiellen　Vegetation　gezeichnet（Karten　V，

耀）．

　　　　Die　typischen　Bode取profile　der　wichtigsten　Gesellschafte漁des　Bezirks　Kashima　sind　in

Fig．20－23　dargestellt．

　　　　Die　Karte　der　heutigen　potentiellen篇atUrlichen　Vegetation　des　Kashima－Bezirks　wurde

zunachst　hypothetisch　gezeichnet．　F誼r　die　Pflanzung　登euer　sta鍛dortgemaBer　Umwelt－

schutzwalder　wurde　die　Karte　der　potentielle且難at藤rlichen　Vegetaもion　als　eine　Art　der

A登wendungs－Standortskarte　gemacht，　wo　Mutterb6den　gen廿gend（慧ber　20　cm）tief　vorhanden

oder　neu　aufgefUllt　wurden．

　　　　Zum　SchluB　werden　far　die　Schaffung　neuer　Umweltschutzw装1der　pflanzensoziologische

Vorschl益ge　gemacht．
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